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１． 目的  

 国内の高速道路では、建設後 30 年を経過する橋梁

が約 4 割あり、それらの約半数には注意が必要な変

状が発生している 1)など、劣化が徐々に顕在化しつ

つある。特に橋梁の床版は交通量、車両の総重量、

路面排水等の影響を直接受けるため劣化を生じやす

く、コンクリート橋の床版では鉄筋腐食、コンクリ

ートのひび割れ、剝離等が報告されている 1)。 

 床版に対する主要な点検方法として目視検査と打

音検査が挙げられるが、コンクリート橋の床版では

内部で劣化が進行することも多く 2)、目視点検では

早期の劣化検出が困難な場合も考えられる。また打

音検査は検査員の経験や熟練度に評価が依存する懸

念がある。 

筆者らは、コンクリート内部に生じる劣化を非破

壊的に検出可能、且つ検査員の経験や熟練度に依存

しない客観性、記録性のある検査を提供するシステ

ムとして、AE(acoustic emission)センサを用いた打

音検査システムの開発を進めている。本報では劣化

検出の一例として、コンクリート橋床版に生じる剝

離の検出性を現場で評価した結果を報告する。 

２．AEセンサを用いた打音検査システム 

開発を進めている検査システムは、AE センサを検

査対象に設置した上でハンマーにより打撃し、得ら

れた信号の周波数分布により、コンクリート構造物

の劣化を検出する。検査システムの構成を図１に、

AE センサにより得られる信号波形及び周波数分布の

例を図２に示す。 

本検査システムは現場に適用するために軽量かつ

ハンディタイプであり（図３）、検査に必要な情報の

記録、外観写真撮影、検査データ採取、周波数解析、

検査基準に基づく判定等を現場で実施することが可

能である。 

図１ 検査システムの構成 

図３ 現場検査装置 外観 
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図２ 信号波形及び周波数分布の例 
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３．現場試験 

 高速道路に供されている橋梁の鉄筋コンクリート

床版に対して本検査システムを用いて現場試験を行

い（図４）、剝離に対する検出性を評価した。 

３．１ 試験対象の諸元 

試験対象は、床版下部において予め実施された打

音検査により剝離が生じていると判定された、支間

中央部のコンクリート面である。計測点の全体図及

び詳細図を図５に示す。同図において、計測点①は

健全と判定された領域、計測点②〜⑤は剝離有りと

判定された領域の計測点である。 

３．２ 試験結果 

各計測点より得られた信号の周波数解析結果を図

６に示す。計測点①より得られた周波数分布では明

確なピークは観察されなかった一方、計測点②～⑤

では、いずれも 2〜3 kHz付近にピークが観察された。

このピークは剥離部における拘束及び形状の変化に

より生じたと推定され、AE センサを用いた打音検査

により得られる信号の周波数分布解析から剝離の有

無を検出する可能性を見出した。 

４．まとめと今後 

 コンクリート橋の劣化を非破壊的に診断するシス

テムとして、現場適用が容易な AEセンサを用いた打

音検査システムを開発し、床版下部に生じる剝離に

対する検出性を現場試験により評価した。 

 予め実施された打音検査により剝離有りと判定さ

れたコンクリート面では、健全部で観察されなかっ

た 2〜3 kHz付近のピークにより剝離を検出する可能

性を見出した。 

 今後は、予め実施された検査結果と AEセンサを用

いた打音検査結果の比較評価、並びにコンクリート

劣化を模擬したモックアップ試験、さらには FEM 振

動解析をデータベース化することで、コンクリート

劣化の定量的な診断を目指す。併せて、橋梁におけ

るコンクリート劣化をマッピングする機能の追加な

ど、現場検査装置の高機能化についても進めていく。 
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図６ 現場試験結果 

図５ 現場試験 計測点 
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図４ 橋梁床版下部における現場試験 

④ 
⑤ 

② 
③ 

① 

① ② ③ ④ ⑤ 

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)

 

-1426-

Ⅵ-713

 


